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FAX  

湿津小学校区小域福祉ネットワ

ークは、「市原市地域福祉計画」に

基づき平成２６年に設置され、地

域の町会や民生委員児童委員等

１５団体から選出された、５９名

の推進委員の皆さま方のご理解

とご協力により活動しています。 

近年、少子高齢化や核家族化の

進行に伴い、家庭環境や親子関係

に様々な生活課題が表面化して

います。 

 
み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は 

 

市
津
地
区
社
協
は
、
昨
年
地
区
内
関
連
団
体
と
共
に
地
域
行
動

計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
で
地
域
福

祉
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

（
地
域
福
祉
行
動
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
作
成
に
あ
た
っ

て
行
っ
た
住
民
意
識
調
査
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
事
、
日
常

生
活
に
支
障
が
出
て
き
て
い
る
事
、
将
来
の
生
活
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。 

市
津
地
区
社
協
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
新
た

な
日
常
生
活
支
援
事
業
に
取
組
み
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」、「
通
い
の
場
」
な
ど
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
が
営
ま
れ
る

為
の
事
業
も
積
極
的
に
展
開
し
、
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

『
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
』 
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『
地
域
の
つ
な
が
り
の
中
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支
え
合
う
地
域
づ
く
り
』 

市
津
地
区
町
会
長
会 

 

会
長 

山
本 

良
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現
在
、
市
民
の
価
値
観
や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い

様
々
な
地
域
課
題
が
あ
る
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
推
進
す

る
「
通
い
の
場
」
事
業
へ
の
取
り
組
み
と
、
関
係
者
の
協
力
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。 

地
域
社
会
の
中
で
の
人
間
関
係
を
含
め
地
域
力
や
仲
間
力
が
弱

体
化
し
つ
つ
あ
る
昨
今
、
高
齢
化
に
よ
り
日
常
生
活
に
困
っ
て
い

る
方
の
為
の
「
日
常
生
活
支
援
事
業
」
が
、
早
期
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
し
ま
す
。 

町
会
長
会
と
し
て
も
安
心
、
安
全
な
「
ま
ち
」
づ
く
り
の
為
に
、

「
支
え
合
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

小域福祉ネットワーク活動紹介 

≪みんなのちからのつながり≫ 

  湿津小学校区小域福祉ネットワーク 

私達は「助け合い、支え合い」を

モットーに、昔ながらの「向こう

三軒両隣」の触れ合いを求めた

地域福祉活動を展開していま

す。高齢者や児童の見守りを始

め、環境美化等にも取り組み、誰

もが安心して生活できる地域社

会づくりを目指しております。

今後ともご支援ご協力をお願い

申し上げます。 

      会長 近藤 敏子 

「地域住民による支え合い、助け

合いの仕組みづくり、誰もが地域

での暮らしやすさを確保すると

共に、安心して生活できる地域社

会づくり」を目的として発足して

五年目を迎えます。新役員の下、

推進委員一同協力し更に活発に

活動してまいります。「安心生活

見守り支援事業」、「児童、生徒へ

の声かけ見守り活動」、昨年より 

新たに協力させて頂いておりま

す「フードバンク事業」等を、引

き続き実施します。地域福祉支援

事業では、地域の皆さまとの連携

を図る為に「防災炊き出し訓練」

を続けてまいりましたが、本年は

「餅つき大会」を計画しておりま

す。今後もご協力宜しくお願い致

します。 

      会長 大塩 順子 

☆湿津小運動会での広報活動☆ 

≪発足５周年を迎えて≫ 

 市東第一小学校区小域福祉ネットワーク 

≪より細やかな地域福祉活動を目指して≫ 

 市東第二小区小域福祉ネットワーク 

市東第二小学校区小域福祉 NW は、村

田川の上流域に位置し「住んでよかった

地区づくり」を目指して活動を行ってい

ます。 

 少子高齢化の波が一段と進み、昨年か

ら地域高齢者の「安心生活見守り支援事

業」を始めました。近隣で声を掛け合い、

助け合い、支え合う活動を行っています。 

 また、本年度からは「高齢者支援部

会」「子育て支援部会」「環境部会」の

部会制となり、部長を中心にそれぞれ

の部会が地域福祉活動を行っていま

す。地区社会福祉協議会と連携をとり

ネットワーク活動を推進していきます

ので、皆様方の一層のご協力をお願い

申し上げます。 

会長 内山 勝 

困りごと相談（相談窓口） 
市津地区社協では、日常生活での悩みごとや困りご

と、また地区社協へのご意見等お聞きする相談窓口

を開設しております。電話や FAX での相談も受付

けています。 

＊日時：毎週水曜日 10 時～12 時 

＊場所：地区社協事務所(下野公民館の一部) 

＊住所：下野４００－１  

＊電話：３７－１２３５(事務所) 

     ０８０－８７１０－３３３９(携帯) 

☆見守り活動の様子☆ 
☆地域のみなさんのご協力 

によって集まった食材☆ 
☆茂原街道沿いの植栽活動☆ 
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    『豊かな自然と歴史ある滝口』 

滝口町会 会長 石井 孝雄 
 

8 月 19 日(日) 市民祭り 

9 月 2 日(日) 防災訓練 

10 月 7 日(日) 市民体育祭 

10 月 28 日(日) 福祉バザー 

1 月 13 日(日) 成人式 

 

 

市
津
地
区
社
協
は
昨
年
十
一

月
に
行
わ
れ
た
「
住
民
意
識
調
査
」

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
地
域
に
住

む
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日

常
生
活
支
援
事
業
実
施
に
向
け
て

具
体
的
な
検
討
を
開
始
し
ま
し

た
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

日
常
生
活
支
援
は
、
地
域
に
住
む

皆
さ
ま
が
「
互
い
に
助
け
合
い
、

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
地
域
住
民
主
体
の
地
域
活

動
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

左
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
支
援
会
員
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
利
用
会
員
、

利
用
会
員
と
支
援
会
員
の
連
絡
調

整
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

地
区
社
協
か
ら
成
る
組
織
で
運
営

す
る
計
画
で
す
。 

求
め
ら
れ
て
い
る
支
援 

  

地
域
住
民
の
方
が
求
め
ら
れ
て

い
る
支
援
に
対
し
て
、
次
の
よ
う

な
支
援
を
実
施
す
べ
く
検
討
し
て

い
ま
す
。 

一
、
話
し
相
手
の
派
遣 

二
、
部
屋
の
掃
除
、
片
付
け 

三
、
買
い
物
代
行 

四
、
病
院
や
買
物
の
付
添 

五
、
家
具
の
移
動
等
、 

力
仕
事
の
手
伝
い 

六
、
電
球
交
換
、
照
明
器
具
交
換 

七
、
ち
ょ
っ
と
し
た
水
道
の 

水
漏
れ
修
理 

八
、
庭
の
草
取
り
、
草
刈
り 

九
、
庭
木
の
枝
切 

十
、
粗
大
ご
み
の
外
出
し 

 

あ
な
た
の
知
識
と
経
験
を 

地
域
の
た
め
に 

前
述
の
支
援
を
開
始
す
る
た
め

に
は
、
自
分
の
知
識
、
経
験
と
ち

ょ
っ
と
し
た
体
力
を
地
域
の
困
っ

て
い
る
方
に
提
供
で
き
る
支
援
会

員
の
確
保
が
必
須
条
件
で
す
。 

 

地
区
社
協
は
、
支
援
会
員
を
募

る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
項
目

の
詳
細
な
作
業
内
容
を
詰
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
具
体
的
な
作
業

内
容
が
明
確
に
な
り
次
第
、
支
援

会
員
を
募
る
予
定
で
す
。
そ
の
節

は
是
非
応
募
し
て
下
さ
る
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。
十
分
な
数
の

支
援 

 
 

 

住
民
主
体
で
取
り
組
む 

 
 

 
 

日
常
生
活
支
援
事
業 

賛

助

会

員

募

集 

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
中
、
地
区
社
協
は
財
源
の

多
く
を
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
補
助
金
・
交
付
金
を
受

け
て
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
住
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
高

齢
化
社
会
で
発
生
す
る
地
域
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
は

複
雑
化
・
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
事
業
財
源
が
必
要

に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
区
社
協
独
自
の
「
賛
助
会
員
・
会
費

制
度
」
を
設
け
、
会
費
を
地
域
福
祉
活
動
に
限
定
し
て
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
次
の
通
り
賛
助
会
員
と
し
て
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

・【
会 

費
】 

年
額 

一
口 

千
円 

（
口
数
は
問
い
ま
せ
ん
） 

・【
納
入
方
法
】 

町
会
長
経
由
で
地
区
社
協
へ 

 

ま
た
、
賛
助
会
費
は
、
次
の
よ
う
な
事
業
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

＊
独
居
高
齢
者
へ
の
友
愛
訪
問
配
布
事
業 

＊
日
常
生
活
支
援
事
業
（
買
物
ツ
ア
ー
含
む
） 

＊
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業 

＊
子
育
て
支
援
事
業
（
市
津
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
） 

＊
人
材
育
成
事
業 

＊
研
修
事
業 

ご
協
力
の
ほ
ど
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

☆賛助会員証☆ 

『我が町会の歴史』       

東国吉町会 会長 石井 好 

地区行事予定 

 

地区社協 
コーディ

ネーター 

 

 

利用会員 

支援会員 

利用申請  

現場確認 

作業指示  

作業報告 

サービス 

提供 

利用会員登録 

支援会員登録 

地域住民が支える「日常生活支援」 

支
援
会
員
が
集

ま
り
次
第
、
町
会

回
覧
等
で
利
用

会
員
を
募
り
事

業
を
開
始
し
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

滝口町会は、世帯は３２戸と小

さな町会ですが、保元の乱からの

「當
とう

村
そん

開闢
かいびゃく

由来記
ゆ ら い き

」が存在し、大

変歴史の深い町会です。 

由来記によりますと、帝の末子を

守り育ててきた三家族の一人が

滝口の間という速記所の役人だ

ったことから「滝口」の名がつい

たとのこと。神社は先人達が仕え

た信州諏訪城主の「諏訪神社」を

お守りして暮らしています。 

 また、滝口には豊かで水質の

良い水源があり、長生郡市へ飲

料水を供給しています。水田や

農作物への水もその水源より

賄っており、一味違った美味し

いお米、農作物が収穫されてい

ます。 

 少子高齢化が進む中、滝口町

会は力を合わせて、水源を守

り、歴史を大切にし、安心して

暮らせる町会を守っていきた

いと思っております。 

私たち東国吉町会は外房線誉

田駅から南へ５㎞ほどの盆地に

位置し、非常に寒い所です。かつ

て市東村と呼ばれていた頃には

村役場や中学校、小さな商店が

集まる、市東の中心地でした。お

宮のある山(宮の台)には先住民

がいたので、土器などが出てく

るとのことです。チバニアンと

思われる場所もあります。百戸

あった世帯数も年々減り、今年

八七戸になってしまいました。

学び育った市東第二小学校は閉

校、バスの運行も無くなりまし

た。 

 この様な東国吉町会ですが、

昨年よりスクールバスやデマン

ドタクシーの運行がはじまり、

日曜朝市や森林整備が行われ、

少しずつ活気を取り戻しつつあ

ります。最近では若い世代も増

えているようにも見受けられま

す。地域が一体で取り組む見守

り活動などに協力していきたい

と思っています。 

学び育った市東第二小学校は閉

校、バスの運行も無くなりまし

た。この様な東国吉町会ですが、

昨年よりスクールバスやデマン

ドタクシーの運行がはじまり、日

曜朝市や森林整備が行われ、少し

ずつ活気を取り戻しつつありま

す。最近では若い世代も増えてい

るようにも見受けられます。地域

が一体で取り組む見守り活動な

どに協力していきたいと思って

います。 

ふれあい買物ツアー 
市津地区社協では、日用品の買い物に困難

を感じている方を対象に、地域の福祉施設

の送迎用車両の空き時間を活用して買い

物のための送迎バスを運行しています。 

＊日時：毎月第２・４木曜日  

＊場所：ちはら台せんどう、ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭｰ 

＊申込方法 

 登録制となっておりますので、一度地区

社協までお問合せくさだい。 

 

町会紹介 

子
育
て
サ
ロ
ン 

市
津
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ 

市
津
地
区
社
協
は
、
市
津
公
民
館
と
共
催

で
「
市
津
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
０
歳
か
ら
就
園
前
の
お
子
さ
ん
の
い
る

子
育
て
世
代
を
対
象
に
、
年
９
回
実
施
し
て

い
ま
す
。 

 

工
作
、
体
操
、
音
楽
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
お
子
さ
ん
が
楽
し
め
る
内
容
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
活
動
を
通
し
て
、
お
母
さ
ん
同

士
の
交
流
を
図
り
、
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
講
師
は
幼
稚
園
の
教
師
を
務
め
ら

れ
た
東
出
優
子
先
生
で
、
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
や
相
談
も
聞
い
て
下
さ
い
ま
す
。 

 

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
様
が
お
越
し
い
た
だ

く
の
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 


